
魚種（海域）：ソウハチ（日本海～オホーツク海海域） 

担当水試：中央水産試験場 

 

要約表 

評価年の基準 

（2012 年度） 
資源評価方法 

2012 年度の 

資源状態 

2012～2013 年度 

の資源動向 

2012年8月1日 

～2013年7月31日 
資源重量（雌魚） 中水準 横ばい 

＊生態については，別添資料「生態表」を参照のこと。 

 

１．漁業 

(1) 漁業の概要 

主な漁業は刺し網漁業（35％）と沖合底びき網漁業（50％）である（図 1）。刺し網漁業

は主に 4～7月に産卵群を対象に行われ，後志振興局管内での漁獲量が全体の 5～6割を占

める。沖合底びき網漁業は主に 9～4月に索餌群を対象に行われ，小海区の余市沖，雄冬沖，

島周辺での漁獲量が多い。両漁業はともに全長 180mm 以上の 3，4歳魚を主に対象としてい

る。オホーツク海での漁獲量は両漁業種とも日本海に比べてかなり少ない。 

 

(2) 現在取り組まれている資源管理方策 

資源管理協定に基づく体長又は全長制限（体長 15cm 又は全長 18cm 未満）が取り組まれ

ている。体長 15cm 又は全長 18cm 未満の漁獲は 20％を超えてはならず，20％を超える場合

は漁場移動等の措置を講ずることとしている。 

平成 17～19 年度で実施した「水産資源管理総合対策事業」において，オホーツク海～日

本海の連携した資源管理計画を策定し，北海道水産資源管理マニュアルの別冊『日本海～

オホーツク海海域，マガレイ・ソウハチ・クロガシラガレイ資源の維持・増大に向けて』

1)を発行し，漁業者へ現在の資源状態と管理の考え方を広報した。 

 

２．評価方法とデータ 

・評価年の基準 

漁期年度（8/1～翌年 7/31）とした。 

・漁獲量等の集計 

漁獲量を沿岸漁業と沖合底びき網漁業に大別して集計した。 

沿岸漁業：1985 年 8 月～2012 年 12 月の漁獲量については漁業生産高報告，2013 年 1 月

～7 月の漁獲量については水試集計速報値を使用した。集計地区は檜山振興局からオホ

ーツク振興局管内とした。また渡島振興局の八雲町熊石地区（旧熊石町）についても集

計対象とした。 

 沖合底びき網漁業：「北海道沖合底曳網漁業漁場別漁獲統計」を用い，中海区の「北海
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道日本海」および「オコック沿岸」について集計した。また，小樽機船漁業協同組合な

らびに小樽市漁業協同組合資料も補足的に用いた。 

・加齢の基準 

 加齢の基準日を 8月 1日とした。 

・漁獲物の年齢組成 

沿岸漁業については稚内，余市郡漁協（あるいは古平漁港）および泊漁港に水揚げされ

た刺し網漁業による漁獲物を，沖合底びき網漁業については枝幸漁協，および稚内・小樽

の両機船漁協に水揚げされた漁獲物を標本とした。年齢組成を 1985～1991 年については

Age-Length-Key（1992～2004 年のデータ）から求め，1992 年以降は各年の年齢査定結果か

ら求めた。1992～1997 年は沿岸漁業の標本のみを用いた。近年では標本測定は年間 6地区

で最大 8回行っている（表 1）。 

・年齢階級別漁獲尾数 

沿岸漁業と沖合漁業の漁獲量をそれぞれの漁獲物の標本測定により得られた平均体重で

除して漁獲尾数を算出し，これらに雌雄比，雌雄別の年齢組成を乗じて年齢階級別の漁獲

尾数を算出した。 

・資源尾数および重量 

年齢別資源尾数：Pope の近似式 2)を用いた VPA により雌雄別に 2～6+歳の年齢別資源尾数

を計算した。ただし，2011，2012 年度の 2歳および 2012 年度の 3歳（2009，2010 年級群）

は，調査船による調査結果を使って下田らの混合法 3)により推定した。以下に具体的方法

を示す。また，解析に用いたパラメータを表 2に示す。 

5 歳以下の資源尾数を（1）式から，最高齢（6歳以上のプラスグループ）と最近年の資

源尾数を（2）式から計算し，漁獲死亡係数を（3）式から求めた。6歳の資源尾数を 6+歳

の漁獲尾数から（4）式で算出し 5歳以下の計算に用いた。 

2/
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ここで，a は年齢階級，y は年度をあらわす。Na, yは資源尾数，Ca, yは漁獲尾数，M は自然

死亡係数，Fa, yは漁獲死亡係数をあらわす。最近年の F を過去 5年の平均値とした。最高

齢（6+歳）と 5歳の漁獲死亡係数 Fa, yを等しいと仮定し，最近年の最高齢（6+歳）におけ
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る Fa, yをMS-EXCELのソルバー機能を用いて5歳との比が1となるように適当な初期値を与

えて求めた 5)。 

 2011，2012 年度の 2 歳の資源尾数については，石狩湾で 5月に実施している調査船（2009

年調査までおやしお丸，2010 年調査以降は北洋丸）による未成魚分布調査 7)（そりネット

による採集）で得た密度指数（1 歳時の現存量：図 2）と，後退法のみによる単純な VPA

による 2歳の資源尾数との回帰式（図 3，1996～2008 年級群）から算出し，過去 5年の雌

雄比の平均を使って，雌雄別に 2歳の資源尾数を求めた 3)。また，2012 年度の 3歳の資源

尾数は，上で求めた 2011 年度の 2歳の資源尾数から漁獲尾数と自然死亡を差し引いて求め

た 3)。なお，1995 年以降は漁獲物体長制限や魚価安の影響により，雄の漁獲尾数等が極端

に少なくなったため，雄の資源評価が難しくなった。そこで 2009 年度以降の資源評価には

雄を除外し，雌のみの資源尾数と資源重量を用いている。 

 

2013 年度（次年度）の資源尾数および資源重量推定： 3 歳以上の資源尾数を 2012 年度の

資源尾数から漁獲尾数と自然死亡を差し引いて求めた。2歳（2011 年級群）の資源尾数は

図 3の回帰式から求めた。これらを合計して 2013 年度の資源尾数とし，年齢別に平均体重

を乗じた上で合計したものを資源重量とした。 

 

３．資源評価 

(1) 漁獲量および努力量の推移 

1985 年度以降 2008 年度まで，本海域の漁獲量は 1992 年の 3,361 トンを除き，ほぼ 2

千～3千トンの範囲で安定し推移していた（表 3，図 4）。しかし，2008 年度に 2千トンを

下回り，2012 年度は 1,802 トンであった。 

沿岸漁業の漁獲量は，1985 年度以降，1992 年度までは増加傾向で 1991，1992 年度には

1,700 トンを超えた。1993 年度以降は 1,100 トン前後の横ばい状態で推移していたが，2008

年度以降減少が続き，2012 年度は 694 トンで過去最低となった（表 3，図 5）。これは春漁

時期（3月下旬～4月上旬）に積丹から石狩海域にかけてヌタ（大型珪藻の枯死細胞や粘液

等）の大量発生による漁具の汚損や，近年の魚価安による漁獲努力減少が漁獲量減少に影

響したと考えられた。 

沖合底びき網の漁獲量は，1985 年度以降では 1986 および 2000 年度を除いて 1,000 トン

以上を維持していたが， 2008 年度以降は減少傾向にある。2012 年度は前年度より 350 ト

ン増加して 1,108 トンとなった（表 3，図 6）。漁獲海域に着目すると，近年では小海区の

「島周辺」と「雄冬沖」で 6割以上を占めるが，主に小樽地区根拠船がこれらの海域を利

用している。小樽地区根拠船は 2012 年 9 月より 4隻体制となり，曳網数は前年度から減少

して 3,790 網であった（図 7）。 

 

(2) 現在（評価年）までの資源状態（図 8, 9） 
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年齢別漁獲尾数（雌雄）を図 8に示す。1990 年代後半以降，漁獲体長の大型化により雄

の漁獲尾数が減少し，雌雄ともに 3 歳以上の割合が増加した。雌の資源尾数および重量の

動向は 1995 年度以降に増加傾向を示し，尾数は 2003 年度に最高値の 69 百万尾，重量は

2006 年度に最高値の 4.6 千トンとなった（図 9）。これらは豊度の高い年級群の断続的な加

入と，主な漁獲対象年齢が 2 歳から 3，4 歳へと高齢化した効果と考えられる。2012 年度

の年齢別資源尾数は前年度に比べて 3 歳魚の割合が減少，2,4 歳魚は前年度並みであり，

総数は 42.0 百万尾に減少した。資源重量は 3.6 千トンに減少した。 

 

(3) 評価年の資源水準：中水準（図 10） 

VPA により推定された 2歳以上の雌の資源重量を用いて判断した。評価基準年を 1985～

2011 年とした。評価基準年における資源重量の平均値を 100 として±40 の範囲を中水準，

それより上下を高水準，低水準と定義した。2012 年度の水準指数は 96 となり，資源水準

を中水準と判断した。（図 10）。 

 

(4) 今後の資源動向：横ばい 

雌の資源重量（図 9）の増減率，加入および努力量により資源動向を判断した。2012 年

度から 2013 年度にかけての資源重量の増減率 cr2012と 1990 年度から 2012 年度にかけての

平均増減率を比較した。調整係数 k の値は，過去 20 年間で大きい値を示した 1993，2002

および 2007 年の増減率が k×平均増減率を超えるよう，2.0 に設定した。cr2012は 0.046 で

あり，k×平均増減率の 0.117 より小さかった。 

また，資源量および加入動向は比較的安定していること，漁獲努力量は減少傾向にある

ことから，全体の資源状態は大きく変化しない見込みであることから資源動向を「横ばい」

と判断した。ただし，2008 年度以降の資源尾数や資源重量が減少傾向にあり，今後の動向

には注意を要する。 
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図1 日本海～オホーツク海海域におけるソウハチの漁業種別の漁
獲量割合と月別漁獲量 （2008～2012年度の平均値. ）

図3 未成魚分布調査による1歳魚時現存量と後退法のみによる単純なVPAによる2歳雌魚
資源尾数との関係. 回帰式は1996～2008年級群から求めた. 図中の数字は年級群を
示す. 2009・2010年級群（＋）については，資源尾数の収束が不十分と考えられること
から，回帰式の推定から除いた.

図2 調査船を使用した未成魚分布調査（石狩湾5月）によるソウハチ1歳魚現存量
水深帯ごとのCPUEを各水深帯の面積で引きのばして合計した.
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図4 日本海～オホーツク海海域におけるソウハチ漁獲量の推移

図5 日本海～オホーツク海海域におけるソウハチの
沿岸漁業による振興局別漁獲量の推移

図6 日本海～オホーツク海海域におけるソウハチの
沖合底びき網漁業による小海区別漁獲量の推移
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図8 日本海～オホーツク海海域におけるソウハチ雌雄別の年齢別
漁獲尾数の推移. 

図7 小樽地区根拠沖合底びき網船の隻数および曳網数の推移
漁期年は9～翌年6月（7，8月は休漁）
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図10 日本海～オホーツク海海域におけるソウハチの資源水準
（資源状態を示す指標：雌の資源重量）

図9 ソウハチ雌の資源尾数（上図）および資源重量
（下図）の推移. 
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生態表  魚種名：ソウハチ  海域名：日本海～オホーツク海海域     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ソウハチ（日本海～オホーツク海海域）の漁場図 

 

１．分布・回遊 

北海道周辺では各水域に分布し，日本海では各地先とその沖合域に生活する群と，日本海で生ま

れて卵や仔魚の時期にオホーツク海に移送され，未成魚期をオホーツク海で生活し，再び産卵のた

めに日本海に戻る群が考えられている。 

 

２．年齢・成長（加齢の基準日：８月１日） 

                        (８月時点) 

満年齢 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 7 歳 

全長(cm) 
オス 9 15 19 22 23 24 25 

メス 9 15 20 23 26 28 29 

体重(g)  
オス 6 29 60 87 108 123 133 

メス 6 31 70 116 161 201 235 

 (板谷・藤岡１)より）  

 

３．成熟年齢・成熟体長（年齢は３～５月時点を示す） 

・オス：全長11cm，１歳から成熟する個体がみられ，全長17cm以上で半分以上の個体が成熟する２）。 

・メス：全長16cm，２歳から成熟する個体がみられ，全長22cm以上で半分以上の個体が成熟する２）。 

 

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：産卵期は５～８月と長期にわたるが中心は７月と考えられる３）。   

・産卵場：美国から古平冲水深60～80ｍ，増毛から留萌冲水深50～60ｍである。   

 

５．その他 

 なし 
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